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に関して筒の生長日数と表面の三浦式硬度計による硬さとの関係は,図 ･5のようであるが ), このような
表層の硬さに比し,内層では組織が珠となって硬さも小さくなる｡
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睦 材- 図7 (WILSON外)
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すなわち,各成分の物性を E7:,各容積率を Oi とおくとき
Ek-∑ 0,LEEK, --1≦k≦1 (∋
例えば,比重は k-1とおいた相加平均で与えられるO 誘電特性について16)も最も簡単な2要素からなる層
状混合体に関するW IENERの上限式 (層が電場方向に対し並列の場合)および下限式 (層が電場方向に対し
市列の場合)は, それぞれ-L式で k-1とおいた相- 均および カニ1-とおいた調和平均の式V- 教す
るOさらに,木材を細胞壁と空気よりなる巨視的複合体とみなすとき,繊維方向における誘電率 eL′および






誘電率について E⊥を W IENERの下限式で表現しているものや,一一か ⊥′と γの関係が 1あたりまで直
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グ率の値はおおよそ 4×104kg/cm2 となる｡ なお軸方向のこのと
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